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根治切除(RO)不能進行膵癌に対するGemcitabine+nab-Paclitaxe[療法の長期成績に関する前向

ぎ多施設共同研究

("根治切除(RO)不能局所進行膵癌に対するGemcitabine+nab-Pactitaxet療法の有用性に関する

前向ぎ多施設共同研究"の付随研究)

1.臨床研究について

山:大学医学部附属病院では、最適な治療を患者さんに提供するために、病気の特性を

研究し、診断法、治療法の改善に努めています。このような診断や治療の改善の試みを一

般に「臨床研究」といいます。その～つとして、山口大学医学部附属病院消化器・腫瘍外

科では、現在膵がんの患者さんを対象として、根治切除(RO)不能進行膵癌に対する

Gemcitabine+nab-Pachtaxel療法の長期成績に関する前向き多施設共同研究を行ってい

ます。

今回の研究の実施にあたっては、この研究の主施設である九州大学の九州大学医系地区

部局臨床研究倫理審査委員会の審査を経て、研究機関の長より許可を受けています。この

研究が許可されている期間は、2025年12月31日までです。

2.研究の目的や意義について

膵がんの唯一の根治治療は外科的切除ですが、術後に高い再発率を示すため集栄的治療

が必要とされています。最近の"切除可能膵がん"を対象とした術前化学療法の第3相ランダ

ム化比較試験では、GemcitabineとS・1の併用療法が術後の予後延長効果を持つことが示

され、改訂された膵がん診療ガイドラインでも術前化学療法が治療の選択肢として明記さ

れています。その一方、"根治切除不能膵がん"に対する術前化学療法の意義についてはま

だ明らかとなっておらずエビデンスの集積が待たれています。

本研究では、診断時の画像評価において根治切除(RO)不能と判断された局所進行膵がんに

おいて、Gemcitabineとnab・Paclitaxelの併用療法により、予後延長効果がみられるかを

講査し解析します。対象とする患者は主研究"根治切除(RO)不能局所進行膵癌に対する

Gemcitabine÷nab・Paclitaxe1療法の有用性に関する前向き多施設共同研究"に登録した患

者さんです。

3.研究の対象者について

"根治切除(RO)不能周所進行膵癌に対するGemcitabine+nab-Paclitaxel療法の有用性

に関する前向き多施設共同研究"に登録した九州大学、長崎大学、北九州市立医療センタ

ー、大分大学、鹿児島大学、熊本大学、久留米大学、山口大学、佐賀大学、福岡大学筑紫

病院の患者さん35名です。山口大学で登録した患者さんは2名です。研究対象期間は2020
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